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Ｑ
令
和
6
年
10
月
以

降
の
診
療
体
制
は

未
定
と
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、応
援
医
師
も
未
定
か
。

Ａ
未
定
で
あ
る
。

Ｑ
只
見
町
か
ら
医
師

が
い
な
く
な
る
可

能
性
は
あ
る
か
。

Ａ
な
い
よ
う
に
努
め

る
。

Ｑ
町
民
へ
の
周
知
が

不
十
分
。
紙
面
も

読
み
に
く
く
、
他
の
記
事

に
紛
れ
て
い
る
。
回
数
も

１
回
で
は
不
十
分
。

Ａ
紙
面
を
考
慮
し
、

再
度
掲
載
す
る
。

保
存
版
で
周
知
す
る
こ
と

も
検
討
す
る
。

Ｑ
入
院
が
無
く
な
る

と
の
説
明
だ
が
、

看
護
師
等
の
職
員
の
雇
用

継
続
の
考
え
は
。

Ａ
7
月
の
体
制
変
更

に
合
わ
せ
て
大
き

く
動
か
す
考
え
は
な
い
。

Ｑ
在
宅
医
療
の
充
実

と
の
説
明
で
あ
る

が
、
24
時
間
体
制
で
看
護

師
が
出
向
く
の
か
。

Ａ
7
月
20
日
か
ら
担

当
を
決
め
て
オ
ン

コ
ー
ル
で
24
時
間
相
談
を

電
話
対
応
す
る
。

Ｑ
只
見
町
は
医
師
の

体
制
は
1
名
か
2

名
か
。
ど
の
体
制
を
目
指

す
の
か
町
長
の
考
え
は
。

Ａ
今
も
継
続
し
て
は

福
島
県
、
県
立
医

大
に
医
師
の
派
遣
の
要
望

を
継
続
し
て
い
る
。
今
ま

で
の
経
過
を
鑑
み
て
、
ま

ず
は
そ
の
筋
を
大
切
に
し

た
い
。
そ
の
回
答
を
受
け

て
か
ら
広
い
視
点
で
医
師

確
保
に
向
け
て
動
い
て
い

く
。
7
月
に
南
会
津
郡
町

村
会
で
も
福
島
県
に
要
望

を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
医
師
の
確
保
に
尽

力
を
。（
町
民
か
ら

の
様
々
な
声
を
発
言
）

Ａ
医
師
の
確
保
に
は

夜
間
・
休
日
の
診

療
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
。（
医
療
業
界
の
実
情
な

ど
を
発
言
）

Ｑ
へ
き
地
医
療
は
本

来
、
国
や
県
が
実

施
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

Ａ
そ
の
と
お
り
だ
が
、

そ
れ
で
は
変
わ
ら

な
い
社
会
が
目
の
前
に
あ

る
。
そ
の
中
で
新
潟
県
と

の
連
携
な
ど
で
き
る
こ
と

を
探
る
。

Ｑ 

資
料
に
「
広
報
た

だ
み
、
お
し
ら
せ

ば
ん
、Ｈ
Ｐ
等
を
活
用
し
、

町
民
へ
の
丁
寧
な
周
知
を

図
る
。」
と
記
載
が
あ
る
。

6
月
10
日
か
ら
入
院
制
限

と
記
載
し
て
あ
る
が
、
今

日（
6
月
11
日
）に
な
っ
て

どうなる⁉朝日診療所
―常勤医師が10月1日から不在に―

朝
日
診
療
所
の
運
営
へ
の
質
疑
抜
粋

も
町
民
に
周
知
さ
れ
て
い

な
い
が
。

Ａ
本
全
員
協
議
会
後

に
周
知
を
考
え
て

い
る
。

Ｑ
5
月
27
日
付
の
資

料
に
「
近
隣
病
院

と
の
情
報
共
有
や
連
携
を

図
る
。」
と
記
載
が
あ
る
。

現
在（
6
月
11
日
）で
の
広

域
消
防
・
朝
日
診
療
所
の

近
隣
施
設
・
近
隣
病
院
へ

の
周
知
は
。

Ａ
周
知
し
て
い
な
い
。

Ｑ
一
連
の
業
務
執
行

は
不
適
切
で
あ
る
。

必
要
な
情
報
を
出
さ
な
い

こ
と
は
、
町
民
か
ら
の
信

用
を
失
う
。
こ
の
こ
と
を

軽
ん
じ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

Ａ
情
報
が
適
切
に
公

開
さ
れ
て
い
な
い

の
は
私
（
町
長
）
の
責
任

で
あ
る
。

　
朝
日
診
療
所
の
常
勤
医
師
が
不
在
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
、約
半
年
前
か

ら
町
執
行
部
と
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。福
島
県
全
体
で
も
医
師
不
足
で
あ

り
県
立
南
会
津
病
院
で
さ
え
十
分
な
医
師
の
確
保
が
で
き
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
町
民
に
安
全
安
心
な
医
療
・
福
祉
体

制
に
つ
い
て
議
論
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
も
提
言
し
、町
執
行
部
が
実
施
し
て
い
く
と
説
明
が
あ
っ
た
「
町

民
へ
の
丁
寧
な
周
知
」「
近
隣
病
院
と
の
情
報
共
有
・
連
携
」
が
適
切
に
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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―時系列―

6月14日までに議会に説明があり、町民に周知されていないこと（6月28日現在）
※下記内容は、今後の情勢により変更になることも予想されます。

　10月1日より常勤医師が不在となる見通しです。今後は在宅医療の充実を図り、訪問診療は、順次
オンライン（遠隔）診療に移行していきます。訪問看護も7月20日から24時間体制とし、在宅療養の
サポートを行います。遠隔診療や遠隔による看取りなどに取り組むため、看護師の研修参加やICT環
境の整備を図ります。入院や夜間及び休日の受診は他の医療機関となるため、近隣病院との情報共有や
連携を図ります。

【平日に亡くなった場合】
　朝日診療所に連絡してください。事前に体調の変化があった場合はまずは受診ください。
【休日に亡くなった場合】
　施設入所者や訪問診療利用者は、関係者で事前に対応を打合わせしておきます。
【夜間に亡くなった場合】
　原則、翌朝対応となります。「かかりつけ医」になっていない場合は、警察に連絡して対応いただく
よう定められています。

議会での動き
　7月9日に南会津議員大会が開催され、南会津郡の議会議員全員が一同に集まりました。国会議員、
県議会議員が来賓で招かれている中、福島県へ要望事項を伝えました。只見町議会は急遽内容を変更し、
朝日診療所への医師派遣を要望してまいりました。（全文は8ページ）

日付、所管 協議内容 執行部の対応など

1月19日
総務常任委員会

令和６年度に常勤医１名が転勤希望、
常勤医１名が定期異動。

医師不在期間がないように福島県医療人材
対策室を中心に時間計画書に協力要請中。

3月 後任の常勤医師を確保できず
常勤医師２名の献身的な考えで朝日診療所
での３月末日までの勤務を延長。

5月2日
全員協議会

医師の働き方の現状説明。
近日中に土日祝の診療を休止。

持続可能な診療体制の構築のため、安定的
な医師の確保を図るため、働きやすい環境
を整えていく。

5月24日発行
おしらせ版

医師の働き方改革により、6月1日か
ら土日祝の診療を休止。

南会津郡の日曜当番医（医療施設）などの情
報を含めて、おしらせ版にて周知。

5月27日
総務常任委員会

6月10日から入院受入を制限し看取
りのみ対応。
7月20日から入院・夜間対応・夕方
外来を休止。

常勤医1名が7月19日まで、常勤医1名
が9月30日まで延長勤務確定。今後の診
療所の運営体制について、方向を示す（別
途詳細）。

6月10日
広報ただみ6月号

若山医師退職報告。 広報ただみ診療所コーナーにて退職の報告。

6月11日
全員協議会

5月27日の説明と同様。
5月27日の説明と同様。新たに医師の勤
務表（案）が示される。

6月14日
おしらせ版

常勤医1名体制になるため、6月中か
ら入院を制限

7月20日から入院・夜間対応・夕方外来
を休止について、おしらせ版にて周知。

6月27日
福島民報

福島民報２面に１０月より常勤医が不
在となる見通しと掲載

町からの公式に周知されないまま、報道さ
れる。
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・只見町国民健康保険事業特別会計
・令和６年度の国民健康保険税の税率は基金の繰り入れをして据え置きに決定‼

・朝日財産区管理委員の選任を全員一致で同意

５月
会議

６月
会議

（千円未満切捨て）

（千円未満切捨て）

令和７年４月開所予定の認定こども園

問 シートは幼児専用か、添乗者の資格の有無は？　乗降の安全確認は？

答 幼児専用特別仕様である。添乗員は保育士等が添乗する。資格の有無は問わない。
名簿での確認、さらに運転手が最終の安全確認を行う。

幼児専用送迎車の購入　２台 1437万円

①議会議員、町長等特別職、職員等の自家用車を使用した場合の車賃が燃
料費等の高騰により「２５円」から「４０円」に引き上げられた。

②福島県後期高齢者医療広域連合規約の一部改正
後期高齢者医療の被保険者証が、令和６年１２月２日よりマイナンバー
カードと健康保険証の一体化により、資格確認書に変わります。

条例改正

補正予算

・朝日公民館前駐車場�875万円　舗装修繕工事

・防犯カメラ設置工事
防犯対策として町内５か所に設置

� 151万円

・建物提案型公営住宅購入費
小林地区への建築（１階車庫・２階居住スペ
ース）
単身向け２戸、世帯向け２戸

� 1億5千500万円

・薪ステーション備品購入
木材の移動・運搬するグラップル
爪のような形状で木を掴む装置

� 330万円
・夢ある農業応援補助金

すでに５件の申請があり、７件の申請予定
があり増額補正

�
500万円

・揚水ポンプ借り上げ料
夏場の渇水対策のため、１０台分のポンプ
借上げ予定

�
93万円

・克雪対策事業補助金
屋根塗装等68件の申請があり不足分を補正

� 650万円

＊一般会計

＊特別会計

＊人事
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町のこと、議会のことについて想いを聞きました。

町民の声町民の声
�

70
代　
女
性　

　
只
見
町
で
生
ま
れ
育
ち
、

早
い
も
の
で
半
世
紀
以
上
が

経
ち
ま
す
。
昨
年
ま
で
勤
め

て
い
た
会
社
を
定
年
後
、
自

家
栽
培
に
精
を
出
し
余
生
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
只
見
町
も
昔
は
映
画
館
が

あ
り
ま
し
た
。
盛
り
場
も
沢

山
あ
り
、
町
に
賑
わ
い
と
活

気
が
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年

で
は
高
校
を
卒
業
し
た
ら
戻

る
の
は
盆
と
正
月
だ
け
。
子

供
が
産
ま
れ
る
よ
り
他
界
さ

れ
る
方
が
多
い
。
こ
れ
で
は

活
気
が
生
ま
れ
る
訳
が
あ
り

ま
せ
ん
。
人
口
減
少
は
全
国

規
模
で
起
き
て
お
り
ま
す

が
、
過
疎
地
域
や
中
山
間
地

域
で
は
更
に
深
刻
な
状
況
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
状
況
で

他
町
村
と
同
じ
こ
と
を
や
っ

て
い
て
も
、
こ
の
事
態
は
何

も
変
わ
ら
な
い
。
町
民
の
安

心
安
全
は
確
保
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
困
り
ま
す
が
、
時

に
は
挑
戦
や
面
白
い
こ
と
も

必
要
と
感
じ
ま
す
。

　
只
見
町
に
は
都
会
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
は

な
い
豊
か
な
自
然
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
し
か
な
い
と
言
え

ば
聞
こ
え
は
悪
い
と
思
い
ま

す
が
、
私
は
只
見
の
自
然
は

世
界
に
誇
れ
る
モ
ノ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
年
薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
間
伐
材

の
利
用
、
新
た
な
雇
用
、
先

進
地
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
等
、
自

然
首
都
只
見
を
活
か
す
良
い

案
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

後
の
只
見
町
の
新
た
な
挑
戦

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

40
代　
女
性　

　
只
見
町
で
は
イ
ベ
ン
ト
事

が
い
く
つ
か
あ
る
と
思
い
ま

す
。が
、年
々
盛
り
上
が
り
に

欠
け
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
か
と

考
え
た
と
き
、
い
つ
も
と
同

じ
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い

内
容
で
す
。
町
外
か
ら
来
た

方
に
と
っ
て
は
新
鮮
な
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
町
民
に

と
っ
て
は
同
じ
こ
と
で
、
足

が
遠
の
い
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
、
町
民
が
楽

し
ん
で
参
加
で
き
る
企
画
を

検
討
し
て
み
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
町
民
が
盛
り
上
が

れ
ば
自
然
と
周
り
か
ら
人
が

集
ま
っ
て
来
る
気
が
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
高
校
生
の
ア
ル

バ
イ
ト
に
つ
い
て
で
す
。
現

在
、
人
手
不
足
の
中
、
う
ま

く
活
用
で
き
な
い
か
と
思
い

置
き
に
行
く
よ
り
挑
戦
を

イ
ベ
ン
ト
に
新
し
い
挑
戦
を

ま
す
。
高
校
の
勉
強
も
大
切

で
す
が
、
社
会
勉
強
も
大
切

で
す
。
高
校
を
卒
業
し
た
ら

就
職
す
る
子
も
い
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
社
会
経
験
な

く
就
職
す
る
の
は
困
難
だ
と

思
い
ま
す
。
少
し
で
も
経
験

し
て
い
れ
ば
自
信
に
も
繋
が

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
い

ろ
い
ろ
な
職
種
を
見
て
興
味

も
湧
き
、
将
来
の
イ
メ
ー
ジ

も
つ
き
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
未
来
の
只
見
で
生

活
す
る
た
め
に
、
変
わ
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
守
る
こ
と
も
大

事
で
す
が
、
新
し
い
こ
と
を

取
り
入
れ
る
こ
と
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
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総
務
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

◦
医
師
の
確
保
を

最
優
先
課
題
に

◦
認
定
こ
ど
も
園

設
置
の
主
旨
の
周
知
を

◦
集
落
水
道
水

枯
渇
解
消
を

◦
デ
ー
タ
文
書
を
優
先
し
た

議
会
運
営
を
進
め
る

　
布
沢
・
町
地
区
集
落
水
道
組
合
１９
戸
よ
り
集
落

水
道
が
、
た
び
た
び
断
水
、
水
量
低
下
と
な
る
こ

と
か
ら
、井
戸
新
設
の
陳
情
要
望
。担
当
課
課
長
、

水
道
担
当
者
同
行
で
現
地
調
査
を
行
な
い
、
生
活

に
は
不
可
欠
な
水
を
確
保
す
る
た
め
、
迅
速
な
対

応
が
必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
他
日
、

布
沢
集
落
農
業
用
施
設
工
事
未
完
了
の
現
地
視
察

を
行
な
い
、
未
完
成
水
路
工
事
の
今
後
の
進
め
方

を
協
議
。

　
朝
日
診
療
所
の
診
療
体
制
、
医
師
の
確
保
に
つ

い
て
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
朝
日
診
療
所

の
継
続
し
た
運
営
の
た
め
に
も
医
師
の
確
保
が
最

優
先
課
題
で
あ
る
。
そ
の
対
応
、
取
り
組
み
を
強

く
求
め
る
。

　
認
定
こ
ど
も
園
設
置
、
開
園
に
向
け
、
今
後
、

運
営
等
の
見
え
る
化
を
図
り
、
更
に
認
定
こ
ど
も

園
設
置
の
主
旨
、
状
況
等
を
保
護
者
並
び
に
町
民

へ
の
周
知
を
行
な
う
よ
う
求
め
る
。

生活用水の安定確保を！

　
令
和
７
年
４
月
１
日
を
目
標

に
、
町
当
局
・
議
会
と
も
に
公

式
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
運
用
を
目
指

す
こ
と
が
委
員
会
で
可
決
し
た
。

今
後
、
議
会
運
営
委
員
会
等
で

協
議
の
場
を
広
げ
て
い
く
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
関
す
る
調
査
結

果
は
、「
文
書
と
は
紙
だ
け
で
な

く
、
デ
ー
タ
も
含
ま
れ
る
」
と

現
行
法
上
で
問
題
な
い
こ
と
を

確
認
を
し
た
。
町
当
局
か
ら
は

議
案
書
の
取
り
扱
い
は
直
ぐ
に

で
も
デ
ー
タ
に
変
更
す
る
こ
と

は
実
務
上
、
可
能
で
あ
る
と
回

答
が
あ
っ
た
。

　
議
員
間
で
情
報
管
理
に
お
け

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
リ
テ
ラ
シ

ー
の
練
度
に
差
が
あ
る
た
め
、

段
階
的
に
仕
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
目
標
達
成
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
条
例
・

会
議
規
則
な
ど
の
改
訂
等
今
後

や
る
こ
と
を
リ
ス
ト
化
し
、
議

会
全
体
で
合
意
形
成
を
諮
っ
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

　
先
日
、
福
島
県
町
村
議
会
が

一
同
に
集
ま
り
、
議
会
だ
よ
り

の
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。
研
修

後
に
委
員
会
で
協
議
し
た
結

果
、
只
見
町
議
会
だ
よ
り
は

「
町
民
と
議
会
と
の
交
流
の
場
」

を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
紙
面

に
町
民
の
顔
や
意
見
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
町
民
と
共
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
き
っ
か

け
と
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は

新
コ
ー
ナ
ー
の
町
民
の
声
を
足

が
か
り
に
し
、
町
民
モ
ニ
タ
ー

制
度
に
繋
げ
て
い
く
。
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南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

◦
環
境
衛
生
組
合
と
統
合
に

◦
組
合
議
長
に

佐
藤
孝
義
議
員
が
選
出

議
会
運
営
委
員
会

　
下
郷
町
、
只
見
町
に
よ
る
議
会
議

員
選
挙
に
伴
い
、
組
合
議
員
の
変
更

が
あ
り
議
長
に
佐
藤
孝
義
議
員
が
選

出
。

　
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

と
南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
と
の

統
合
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

統
合
準
備
室
を
設
け
、
令
和
７
年
４

月
１
日
を
目
途
に
広
域
圏
組
合
に
環

境
衛
生
組
合
を
編
入
統
合
す
る
。

３
月
１２
日

　
只
見
町
議
会
３
月
会
議
に
係

る
追
加
議
案
に
つ
い
て
協
議

　
当
局
提
出
議
案
６
件
、
同
意

３
件
、
議
会
提
出
議
案
１
件
を

協
議

５
月
１６
日

　
５
月
議
会
提
出
議
題
に
つ
い

て
協
議

６
月
６
日

　
６
月
会
議
提
出
議
案
に
つ
い

て
協
議

　
令
和
６
年
６
月
９
日
に
３
地
区
で
消
防
ポ
ン
プ

性
能
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
分
団
に
配
備
さ
れ
て
い
る
器
具
の
点
検
を
し

た
後
に
、
明
和
地
区
で
は
女
性
消
防
班
も
交
え
て

放
水
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
放
水
体
験
を
し
た
団
員
は
「
水
圧
が
す

ご
く
て
一
人
で
は
支
え
き
れ
な
か
っ
た
。」「
水
し

ぶ
き
が
バ
ン
バ
ン
か
か
っ
て
く
る
の
で
、
冬
場
は

大
変
だ
と
教
わ
っ
た
。」
と
体
験
の
様
子
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
定
期
的
な
器
具
の
点
検
と
、
訓
練
の
大
切
さ
が

伝
わ
る
ワ
ン
シ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
ポ
ン
プ
性
能
検
査

表
紙
の
写
真
に
想
う

　
ま
た
物
品
購
入
契
約
締
結
議
案
と

し
て
、
災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車

１
台
の
更
新
で
１
８
３
４
万
８
千
円
。

高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
（
救
急
自

動
車
用
）
１
２
１
８
万
２
千
円
の
２

件
が
可
決
さ
れ
た
。

　
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

と
南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
と
の

統
合
に
つ
い
て
両
組
合
統
合
に
か
か

る
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
を
受

け
る
。
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みなさまからの請願・陳情
簡易水道の井戸による確保に
ついての陳情

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、
被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」の提出を求める陳情

審
議
中

採
択

陳情者
　布沢町水道組合　組合長　湯田　　修
　只見町布沢区　　区長　　小林　幸夫
理由
　浅雪と少雨の影響で水源としている大江沢の水
量が減少している。今夏も水不足が懸念されるた
め井戸による水源の確保を求められており、生活
用水の確保は急を要す。
経過
　６月会議において経済常任委員会へ付託された。

陳情者　福島県教職員組合　中央執行委員長　　瀬戸　禎子
　　　　福島県教職員組合南会津支部　支部長　鈴木　芳崇
経　過　６月会議において賛成多数により採択とした。

学校給食費無償化を実施する
ことを求める意見書 採

択
提案者
　只見町議会議員　山岸　国夫
賛成者
　只見町議会議員　鈴木　好行、目黒　道人、
　　　　　　　　　菅家　　忠、平山真恵美、
　　　　　　　　　⻆田　　誠
経　過
　６月会議において賛成多数により採択とした。

　只見町は、福島県の西南端に位置し広大な面積と日本有数の豪雪地帯にあり、最寄りの二次
医療機関である福島県立南会津病院まで１時間、救命救急センターが設置された会津若松市内
の病院まで２時間以上を有する地域である。そのような中、只見町国民健康保険朝日診療所で
は、福島県及び福島県立医科大学による医師の配置、派遣を受け、南会津郡西部地域、只見町
の安心な暮らしを支えるため極めて重要な役割を果たしてきたところである。
　今般、常勤医師の確保が難しい状況のもと、入院、救急対応も受け入れできないという医療
体制の危機的状況となり、緊急的に非常勤医師の応援により日中の診療を維持している状況で
ある。
　この様な状況から、第８次福島県医療計画に示されている中山間地域への医療の支援により、
地域住民が住み慣れた地域で安心した生活を続けること、移住、定住施策を進めていくために
も安定的な医療の確保は必要不可欠であることから、以下について強く要望する。

１．医療体制が脆弱な広大な面積を有する南会津郡西部地域、只見町における地域医療の存続
のため、中山間地域の抱える実情を考慮し、へき地診療所である只見町国民健康保険朝日
診療所への医師を継続的に配置・派遣する特別な措置を講ずること。

へき地診療所の常勤医師の確保について
第７５回南会津地方町村議会議員大会で決議した要望事項
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町
を
想
い
11
名
が

一般質問

町
政
を
問
う

ブナりん

議員が行政全般（役場の仕事全般）に
対して、方針を問い、政策の提言な
どを行なうことです。

一般質問とは

各議員のところにＱＲコードを
付けてみました。
一般質問の様子が見れます。
ぜひ見てね！
＊注　２名が一緒の録画動画になっています。

■ 小沼　信孝　……………………10
河川堆砂集落堰の管理は

■ 矢沢　明伸　……………………11
交通・買い物対策を早急に

■ 鈴木　好行　……………………12
インバウンドによる観光客の増加は

■ ⻆田　　誠　……………………13
観光事業の早期展開は

■ 齋藤　　猛　……………………14
防災計画の事業継続計画の策定を

■ 目黒　道人　……………………15
薪ステーションに期待したい

■ 平山真恵美　……………………16
社会変化に対応できる子どもの育成を

■ 山岸　国夫　……………………17
難聴者への補聴器購入補助を

■ 菅家　　忠　……………………18
只見町に住む理由をつくる政策を

■ 中野　大德　……………………19
相続登記の義務化の対応は

■ 酒井　右一　……………………20
本町の人口減少の抑止策は9



小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

河川堆砂集落堰の管理は
� 答 集落普請で対応されている

問
各
集
落
農
業
用
取

水
口
や
排
水
溝
の

堆
砂
に
苦
慮
し
て
い
る
が

町
は
ど
の
様
な
対
応
を
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
重
機
等
に
よ
る
堆

砂
処
理
作
業
に
つ

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
集

落
で
は
多
面
的
機
能
支
払

い
交
付
金
、
中
山
間
地
域

直
接
支
払
交
付
金
の
中
で

費
用
を
捻
出
さ
れ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
集
落
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
に
お
い
て
機

械
借
り
上
げ
及
び
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
代
に
つ
い
て
、
１５

万
円
を
限
度
に
支
援
し
て

い
る
。

問
年
間
何
度
も
農
業

用
取
水
堰
の
作
業

さ
れ
て
い
る
集
落
に
と
っ

問
新
た
な
経
営
体
制

と
な
っ
た
か
ら
に

は
、
源
泉
・
施
設
改
修
整

備
方
針
を
決
め
順
次
整
備

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

答
民
間
の
経
営
者
に

交
代
し
、
経
営
の

安
定
な
ど
が
期
待
で
き
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
改
修
・

源
泉
確
保
を
検
討
提
案
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
き
た

と
思
う
。

問
町
と
し
て
、
町
長

と
し
て
い
ち
早
く

施
設
、
源
泉
整
備
に
関
す

る
方
針
を
新
た
な
経
営
者

に
示
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
の
か
。
何
時
ご
ろ
ま
で

に
示
さ
れ
る
の
か
。

答
年
内
、
少
し
で
も

早
く
説
明
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
。

今
後
の
季
の
郷
湯
ら
里

整
備
は

�

答
源
泉
の
確
保
施
設
改
修
は
必
要

取水堰に溜まった土砂

綺麗になった排水溝

て
年
間
１５
万
円
の
支
援
で

は
少
な
す
ぎ
る
と
思
う
が
。

答
年
１
度
の
申
請
だ

っ
た
が
今
年
度
は

春
と
秋
に
し
た
り
、
様
々

な
声
を
聴
き
今
後
改
善
出

来
る
と
こ
ろ
は
し
て
い
き

た
い
。

問
河
川
の
状
況
、
取

水
口
、
排
水
構
な

ど
の
状
況
で
は
災
害
等
に

繋
が
る
こ
と
も
あ
る
わ
け

だ
か
ら
、
集
落
か
ら
話
が

出
る
前
に
町
と
し
て
見
て

回
る
よ
う
な
対
応
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

答
限
ら
れ
た
人
財
で

も
あ
る
が
、
今
後

可
能
な
限
り
確
認
を
し
て
、

河
川
管
理
者
に
情
報
を
提

供
し
て
い
き
た
い
。

問
集
落
か
ら
不
具
合

な
こ
と
を
上
げ
て

こ
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ

と
で
す
が
、
町
の
方
か
ら

状
況
を
聞
く
よ
う
な
姿
勢

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

答
集
落
に
寄
り
添
っ

て
い
く
と
言
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

寄
り
添
っ
て
い
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。
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矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

問
人
口
減
少
が
進
む

中
で
、
国
等
か
ら

い
ろ
ん
な
数
値
等
が
公
表

さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少

は
「
静
か
な
る
有
事
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。
今
只
見

町
が
ど
う
い
う
状
況
に
な

っ
て
い
る
か
を
認
識
す
べ

き
で
な
い
か
。
そ
の
中
で

現
実
的
に
、
交
通
、
買
い

物
等
に
困
難
な
状
況
が
現

実
に
あ
る
。
ど
う
取
り
組

む
か
。　 交

通
・
買
い
物
対
策
を
早
急
に

�

答
支
援
対
策
の
必
要
性
、
認
識
し
て
い
る

答
移
動
販
売
事
業
者

の
休
止
に
よ
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
商
工

会
、
保
健
福
祉
課
、
交
流

推
進
課
の
4
者
で
今
後
の

取
り
組
み
や
、
実
態
を
確

認
し
て
い
る
。
ゆ
き
ん
こ

タ
ク
シ
ー
を
買
い
物
に
多

く
利
用
さ
れ
て
い
る
実
態

も
確
認
で
き
た
。
今
後
高

齢
化
が
進
む
こ
と
を
考
え

新
た
な
手
立
て
を
考
え
る

時
期
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問
高
齢
者
の
免
許
返

納
や
、
種
々
の
事

情
で
移
動
手
段
に
制
限
あ

る
方
も
多
い
。
ど
う
支
援

し
て
い
く
か
、
ま
た
、
地

域
的
に
高
齢
で
も
運
転
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

も
あ
る
が
、
高
齢
者
の
痛

ま
し
い
事
故
が
相
次
い
で

い
る
。
交
通
安
全
の
意
味

か
ら
、
踏
み
ち
が
い
防
止

装
置
の
取
り
付
け
の
補
助

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

検
討
で
き
な
い
か
。

答
移
動
手
段
に
制
限

の
あ
る
方
々
へ
の

支
援
は
必
要
で
あ
り
、
介

護
タ
ク
シ
ー
の
買
い
物
へ

の
利
用
も
可
能
な
こ
と
な

ど
、周
知
に
努
め
て
い
く
。

さ
ら
に
新
た
に
宅
配
サ
ー

ビ
ス
な
ど
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
く
。
踏
み
違

い
防
止
装
置
に
つ
い
て
は

交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

話
題
と
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
只
見
町
総
合
戦
略

も
見
直
し
の
時
期

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ

こ
１０
年
間
の
只
見
町
の
状

況
を
検
証
し
、
振
興
計
画

等
に
反
映
す
べ
き
で
な
い

か
。
交
通
、
買
い
物
の
困

難
な
状
況
も
そ
う
で
あ
る

が
、
今
の
状
況
を
ど
う
捉

え
て
い
く
か
が
必
要
で
な

い
か
。

答
ま
さ
に
根
幹
の
話

だ
と
思
う
。
中
学

生
、
高
校
生
か
ら
も
振
興

計
画
の
改
訂
に
あ
た
っ
て

提
案
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
子
供

た
ち
に
と
っ
て
も
い
い
地

域
づ
く
り
し
て
い
く
こ
と

な
ど
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
大
事
に
し
、
今
ま
で
の

検
証
含
め
、
条
件
面
が
先

走
っ
て
い
た
面
が
あ
る
が
、

地
域
づ
く
り
に
理
念
を
も

っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。
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鈴
すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

インバウンドによる
観光客の増加は
� 答 只見線の利用客、　　　　　　　
� 雪まつり等で少しずつ増えている

問
会
津
地
方
で
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ

る
観
光
客
が
増
加
し
て
い

る
。
当
町
に
お
い
て
は
い

か
が
か
。

答
只
見
線
の
利
用

客
、
雪
ま
つ
り
で

の
来
場
、
湯
ら
里
の
宿
泊

客
等
、
少
し
ず
つ
増
え
て

い
る
。

問
外
国
人
観
光
客
へ

の
現
在
、
及
び
今

後
へ
向
け
て
の
取
り
組
み

は
。答

現
在
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
の
英
語
版

を
開
設
し
、
情
報
発
信
を

行
な
っ
て
い
る
。
今
後
も

情
報
収
集
に
努
め
な
が
ら

外
国
人
観
光
客
の
増
加
を

図
る
。

問
田
子
倉
ダ
ム
、
只

見
ダ
ム
は
重
要
な

観
光
資
源
だ
。
周
辺
環
境

整
備
を
含
め
た
今
後
の
計

画
は
。

答
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

を
中
心
と
し
た
事
業
展
開

に
取
り
組
む
。

問
ジ
ュ
ピ
ア
ラ
ン
ド

平
田
の
よ
う
に
田

子
倉
ダ
ム
下
流
側
前
面
に

芝
桜
を
植
え
れ
ば
観
光
客

も
増
え
る
。
只
見
ス
キ
ー

場
周
辺
も
含
め
、
整
備
す

る
考
え
は
。

答
提
言
は
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
る
。

問
田
子
倉
レ
ー
ク
ビ

ュ
ー
は
土
日
祝
日

営
業
の
み
、
歳
時
記
会
館

は
休
館
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
運
営
見
通
し
は
。

答
レ
ー
ク
ビ
ュ
ー
に

関
し
て
は
、
小
型

船
舶
に
よ
る
遊
覧
船
事
業

を
、
歳
時
記
会
館
は
施
設

の
活
用
に
つ
い
て
改
め
て

検
討
す
る
。

問
２
名
い
た
常
勤
医

が
７
月
に
一
名
９

月
末
に
は
も
う
一
名
が
異

動
さ
れ
る
。
非
常
勤
医
師

の
み
に
な
っ
た
場
合
、
１０

月
か
ら
の
医
療
体
制
は
ど

う
な
る
の
か
。

答
平
日
日
中
の
み
の

医
療
に
な
り
、
休

日
、
夜
間
、
入
院
対
応
は

困
難
に
な
る
。

問
現
在
の
入
院
患
者

は
ど
う
な
る
か
。

答
７
月
１９
日
ま
で
に

転
院
手
続
き
を
行

な
う
。

問
「
こ
ぶ
し
宛
」「
只

見
ホ
ー
ム
」「
あ
さ

く
さ
ホ
ー
ム
」
に
対
す
る

影
響
は
。

答
休
日
、
夜
間
の
急

変
時
の
対
応
や
、

入
院
受
入
れ
が
で
き
な
く

な
る
。

問
看
護
師
等
の
人
員

削
減
は
あ
る
か
。

答
在
宅
医
療
の
充

実
、
在
宅
療
養
支

援
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

削
減
は
考
え
て
い
な
い
。

朝
日
診
療
所
は

今
後
ど
う
な
る
の
か

�

答
休
日
、夜
間
、入
院
対
応
が
困
難
に

休館が続く歳時記会館
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⻆
つの

田
だ

　誠
まこと

議員

観
光
事
業
の

早
期
展
開
は

�

答
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
努
め
る

問
ト
イ
レ
の
新
設
場

所
等
は
現
在
も
検

討
中
な
の
か
。

答
明
和
、
朝
日
地
区

で
場
所
の
検
討
中

で
は
有
る
が
、
消
防
出
張

所
が
移
設
と
な
る
た
め
、

集
落
と
の
話
し
合
い
が
必

要
だ
。
旧
施
設
を
利
用
出

来
な
い
か
を
含
め
て
検
討

し
て
行
く
。

問
観
光
周
遊
バ
ス
の

経
路
変
更
に
伴

い
、
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
1
時
間
の

施
設
見
学
時
間
が
あ
る
。

湯
茶
等
の
提
供
は
。

答
7
月
か
ら
開
館
日

は
常
時
設
置
と
し

た
。
周
遊
バ
ス
運
行
時
は

開
館
日
を
変
更
し
て
対
応

す
る
。

問
公
認
ガ
イ
ド
の
新

規
募
集
や
今
後
の

考
え
方
は
。

答
ガ
イ
ド
を
経
済
的

な
面
で
支
え
ら
れ

る
様
な
提
案
も
出
来
な
い

か
検
討
し
た
い
。

公認自然ガイドの
利活用方法は
� 答 行事や事業での活躍を期待し検討

問
以
前
は
山
開
き
で

の
役
員
同
行
、
無

料
送
迎
バ
ス
が
あ
り
、
観

光
P
R
や
公
認
ガ
イ
ド
の

利
活
用
、
育
成
に
有
効
と

考
え
る
が
検
討
は
。

答
役
員
同
行
は
登
山

者
の
安
全
安
心
に

繋
が
る
が
、
不
特
定
の
方

よ
り
個
人
、
少
人
数
へ
の

案
内
が
有
効
と
考
え
る
。

送
迎
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化

し
て
お
り
送
迎
バ
ス
は
今

後
検
討
し
た
い
。

問
公
認
ガ
イ
ド
が
観

光
P
R
や
育
成
の

一
環
で
、
雪
ま
つ
り
等
で

の
案
内
業
務
、
姉
妹
都
市

で
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
も
有

効
だ
と
思
う
が
。

答
雪
ま
つ
り
で
の
案

内
は
良
い
案
で
あ

り
実
現
に
向
け
調
整
し
た

い
。
柏
市
で
の
P
R
も
検

討
し
て
行
く
。

問
只
見
に
生
ま
れ
育

っ
て
も
、
山
、
森

に
行
か
な
い
方
が
多
数
い

る
の
も
事
実
。
魅
力
を
届

け
る
に
は
現
地
に
足
を
運

ぶ
の
が
一
番
だ
が
、
踏
み

出
す
一
歩
を
創
る
の
が
ガ

イ
ド
や
町
の
仕
事
と
考
え

る
が
見
解
は
。

答
各
学
校
で
は
Ｅ
Ｓ

Ｄ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教

育
を
実
施
し
お
り
、
自
然

学
習
を
行
っ
て
い
る
。
自

然
と
親
し
む
機
会
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

問
只
見
町
は
観
光
で

生
き
て
行
く
。
そ

の
考
え
に
変
わ
り
は
な
い

か
。答

町
の
施
策
の
中
で

根
幹
部
で
あ
る
。

自
律
的
に
考
え
、
よ
り
良

い
町
を
目
指
し
取
組
ん
で

行
き
た
い
。
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齋
さい

藤
とう

　猛
たけし

議員

問
「
教
訓
の
整
理
、

ま
ち
復
興
計
画
、

ま
ち
機
能
の
回
復
・
強
化
」

と
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
内

容
で
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

答
只
見
町
地
域
防
災

計
画
に
教
訓
の
整

理
と
し
て
「
平
成
２３
年
７

月
只
見
町
豪
雨
災
害
の
記

録
誌
」
及
び
「
只
見
町　

川
と
人
の
物
語
平
成
２３
年

７
月
の
水
害
後
に
行
っ
た

聞
き
書
き
を
通
し
て
」
を

発
行
し
町
民
に
配
布
し
て

い
る
。

　
ま
ち
復
興
計
画
及
び
ま

ち
機
能
の
回
復
・
強
化
に

つ
い
て
は
、
防
災
無
線
の

防災計画の
事業継続計画の策定を
� 答 早期に改訂する取り組みを始めている

更
新
、
Ｗ
ｉ
︱

Ｆ
ｉ
設
備

の
整
備
等
を
行
っ
て
い
る
。

河
川
は
、
拡
幅
、
堆
砂
の

除
去
等
で
水
路
に
つ
い
て

は
嵩
上
げ
、
抜
け
道
等
を

作
り
災
害
の
解
消
に
努
め

て
い
る
。

問
急
傾
斜
地
の
特
別

警
戒
区
域
を
背
後

に
抱
え
る
明
和
小
学
校
体

育
館
は
、
指
定
避
難
場
所

と
し
て
問
題
は
な
い
か
。

答
都
市
災
害
防
止
法

の
基
準
を
満
た
す

補
強
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

問
題
な
い
。災
害
の
種
類
、

規
模
に
よ
り
隣
接
す
る
避

難
所
の
明
和
公
民
館
へ
の

誘
導
も
視
野
に
入
れ
運
用

し
て
い
く
。

問
防
災
訓
練
と
し
て

避
難
情
報
の
伝

達
、
職
員
の
参
集
、
町
民

の
安
否
確
認
、
避
難
訓
練

等
を
お
こ
な
う
計
画
は
あ

る
か
。

答
今
年
度
は
、
電
源

開
発
株
式
会
社
の

洪
水
対
応
演
習
で
通
知
、

通
報
の
訓
練
、
福
島
県
土

木
部
災
害
対
応
模
擬
訓
練

に
参
加
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
福
島
県
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
が
更
改
さ
れ

た
の
で
庁
内
に
お
い
て
情

報
伝
達
訓
練
を
計
画
し
て

い
る
。

問
応
援
協
定
の
締
結

状
況
は
、
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

答
令
和
５
年
度
に
福

島
県
と
県
内
５９
市

町
村
か
ら
な
る
『
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
「
ふ
く

し
ま
災
害
時
相
互
応
援
チ

ー
ム
」
に
よ
る
相
互
応
援

等
に
関
す
る
協
定
』
を
締

結
し
て
い
る
。

問
災
害
復
旧
等
に
あ

た
る
職
員
の
健
康

管
理
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
関
係
機
関
、
団
体

等
と
の
連
携
を
図

り
、
で
き
る
だ
け
負
担
が

少
な
く
な
る
よ
う
に
工
夫

し
な
が
ら
復
旧
に
あ
た
り

た
い
。

問
防
災
計
画
は
、
実

施
や
分
担
や
リ
ス

ク
を
明
示
す
る
物
で
あ
っ

て
地
域
を
守
る
実
行
計
画

で
は
な
い
の
で
事
業
継
続

計
画
の
策
定
を
望
む
。

答
事
業
継
続
計
画

は
、
策
定
し
て
あ

る
が
随
時
見
直
し
を
か
け

て
い
き
た
い
。
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目
め

黒
ぐろ

道
みち

人
と

議員

問
住
民
向
け
の
薪
販

売
は
何
世
帯
分
ま

で
可
能
と
見
込
ん
で
い
る

か
。答

運
営
事
業
者
の
取

り
組
み
に
よ
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
当
初

年
間
１
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
、
乾
燥
重
量
で
65
ト
ン

を
見
込
ん
で
い
る
。
一
般

家
庭
に
お
い
て
は
年
間
平

ユネスコ・エコパークの理念を体現する薪ステーション

薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

期
待
し
た
い

�

答
町
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

均
７・５
立
方
メ
ー
ト
ル
、

5
ト
ン
弱
と
い
う
町
内
で

の
調
査
結
果
が
あ
る
た
め
、

概
ね
13
世
帯
分
を
見
込
ん

で
い
る
。

問
13
世
帯
分
と
は
少

な
く
感
じ
る
が
ど

う
か
。

答
あ
く
ま
で
当
初
の

見
込
み
だ
。
需
要

に
応
じ
て
供
給
体
制
を
整

え
て
い
く
。

問
薪
ス
ト
ー
ブ
世
帯

を
い
つ
ま
で
に
何

世
帯
ま
で
増
や
そ
う
と
考

え
て
い
る
か
。

答
調
査
に
よ
る
と
現

在
町
内
で
は
１
０

０
世
帯
以
上
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
多

く
が
町
外
か
ら
丸
太
を
購

入
し
自
力
で
薪
割
り
を
さ

れ
て
い
る
が
、
薪
割
り
が

負
担
に
な
っ
て
い
る
方
も

少
な
か
ら
ず
い
る
。
ま
ず

は
そ
う
い
っ
た
方
か
ら
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
。

問
薪
ス
ト
ー
ブ
導
入

に
補
助
制
度
は
あ

る
か
。
少
な
い
薪
を
効
率

良
く
使
う
た
め
に
新
築
や

リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
補
助
制

度
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
議
会
に
諮
り
な
が

ら
創
設
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
薪
は
ど

う
か
。

答
運
営
事
業
者
と
協

議
し
た
い
。

問
公
共
施
設
へ
の
薪

ボ
イ
ラ
ー
導
入
時

期
は
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
か
。

答
ま
ず
は
湯
ら
里
と

む
ら
湯
へ
の
導
入

を
進
め
る
べ
く
実
施
設
計

を
行
な
っ
て
お
り
、
工
事

費
の
予
算
を
提
案
し
た
い
。

時
期
に
つ
い
て
は
年
度
内

に
工
事
着
手
し
来
年
度
中

の
稼
働
開
始
を
目
指
す
。

問
公
民
館
、
学
校
、

観
光
施
設
な
ど
へ

の
導
入
は

答
今
後
、
順
次
検
討

し
た
い

問
只
見
駅
線
路
の
消

雪
ボ
イ
ラ
ー
を
薪

に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

答
関
係
者
と
可
能
性

と
し
て
情
報
共
有

し
た
い
。
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平
ひら

山
やま

真
ま

恵
え

美
み

議員

社会変化に対応できる
子どもの育成を
� 答 教育環境を整備し育成を推進

問
子
ど
も
を
健
や
か

に
育
つ
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
、
第
7
次
振

興
計
画
の
評
価
と
分
析
か

ら
、
現
状
の
課
題
解
決
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
今
後
の
重
点

方
針
は
。

答
少
子
化
は
保
育
や

教
育
環
境
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。
町
の

現
状
を
ふ
ま
え
、
子
ど
も

を
育
て
る
環
境
整
備
の
充

実
・
強
化
が
今
後
必
要
で

あ
る
。
現
状
の
課
題
解
決

に
向
け
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

や
放
課
後
児
童
対
策
を
継

続
す
る
と
共
に
、
只
見
学

や
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
通
じ
た
教
育

の
充
実
を
図
る
。
地
域
愛

及
び
未
来
を
創
造
す
る
子

ど
も
達
を
育
む
為
の
政
策

を
推
進
す
る
。
子
ど
も
子

育
て
会
議
に
お
い
て
多
方

問
認
定
こ
ど
も
園
の

開
園
予
定
は

答
只
見
、
明
和
保
育

所
は
１
〜
3
歳
児

を
預
か
る
保
育
所
と
し
て

継
続
し
、
朝
日
保
育
所
を

1
〜
5
歳
児
を
預
か
る
認

定
こ
ど
も
園
と
し
て
来
年

４
月
に
開
園
予
定
。

問
一
体
的
な
子
ど
も

の
育
ち
を
支
援
す

る
為
、
認
定
こ
ど
も
園
の

基
本
構
想
と
学
校
教
育
や

地
域
と
の
連
携
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

認
定
こ
ど
も
園
の

進
捗
状
況
は

�

答
来
年
４
月
開
園
に
向
け
事
業
を
進
め
る

答
子
ど
も
の
発
達
に

合
わ
せ
た
幼
児
教

育
を
推
進
し
、
幼
児
期
か

ら
子
供
の
育
ち
を
一
体
的

に
考
え
た
上
で
、
学
校
運

営
や
子
ど
も
ク
ラ
ブ
な
ど

学
童
期
に
お
け
る
施
策
と

の
繋
が
り
を
意
識
し
て
取

組
む
。
地
域
と
の
連
携
に

お
い
て
は
、
安
心
安
全
な

環
境
づ
く
り
、
未
来
に
向

け
て
伝
統
文
化
を
継
承
し

て
行
く
等
を
目
的
に
連
携

を
深
め
る
。

問
教
育
・
保
育
の
質

の
向
上
と
充
足
に

向
け
て
具
体
的
な
事
業
方

針
・
計
画
の
策
定
内
容
の

進
捗
状
況
は
。

答
自
然
環
境
を
活
か

し
な
が
ら
、
遊
び

を
通
じ
て
子
ど
も
の
主
体

性
を
育
み
な
が
ら
、
保
護

者
と
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、

安
心
で
き
る
子
ど
も
園
の

面
か
ら
意
見
を
聞
き
、
社

会
全
体
で
子
ど
も
を
育

み
、
逞
し
く
生
き
抜
く
力

を
身
に
つ
け
る
環
境
を
整

え
る
。

体
制
作
り
と
保
育
と
教
育

の
資
質
向
上
に
向
け
て
、

保
育
士
研
修
を
継
続
。

問
認
定
こ
ど
も
園
の

新
設
予
定
は
。

答
来
年
の
開
園
に
向

け
て
一
部
改
修
で

進
め
る
が
、
安
心
安
全
な

施
設
整
備
を
目
指
し
新
設

も
検
討
。
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山
やま

岸
ぎし

国
くに

夫
お

議員

問
車
を
運
転
で
き
な

い
高
齢
者
に
と
っ

て
買
い
物
は
、
生
き
る
上

で
の
最
低
限
の
行
動
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ま

れ
て
き
た
移
動
販
売
事
業

も
事
業
者
の
契
約
解
除
や

町
内
商
店
の
移
動
販
売
・

配
達
も
閉
店
に
な
る
な
ど

買
い
物
困
難
な
町
民
は
、

買い物困難者の
支援対策は
� 答 様々な機関と連携して体制構築を図る

難
聴
者
へ
の

補
聴
器
購
入
補
助
を

�
答
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
と
分
析
し
て
対
応

問
早
期
に
補
聴
器
を

使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
高
齢
者
の
社
会
活
動

の
維
持
、
生
活
の
質
の
低

下
を
防
ぐ
た
め
に
も
軽

度
・
中
程
度
の
難
聴
者
へ

の
補
聴
器
購
入
補
助
制
度

創
設
を
求
め
る
。

　
こ
れ
ま
で
同
一
内
容
の

一
般
質
問
を
６
回
行
っ

た
。
制
度
創
設
に
向
け
た

そ
の
後
の
取
り
組
み
状
況

を
問
う
。

答
今
年
度
か
ら
町
の

検
診
時
に
７５
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
形
式
で
聞
こ
え
の
調

査
を
実
施
す
る
。
聞
こ
え

に
く
い
、
不
便
と
感
じ
て

い
る
方
に
は
、
補
聴
器
相

談
医
の
い
る
医
療
機
関
の

受
診
を
勧
奨
し
て
い
く
。

問
補
聴
器
購
入
に
対

す
る
助
成
自
治
体

は
3
年
前
３５
～
今
年
１
月

に
は
２
３
８
と
約
７
倍
に

な
っ
て
い
る
。東
京
都
は
、

今
年
度
予
算
で
補
聴
器
を

助
成
す
る
区
市
町
村
に
実

生
活
・
生
存
に
と
っ
て
深

刻
な
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
。

　
買
い
物
困
難
者
を
な
く

す
た
め
に
町
が
主
導
し
支

援
体
制
を
と
る
こ
と
を
求

め
る
。

答
ヘ
ル
パ
ー
等
に
よ

る
聞
き
取
り
な
ど

状
況
確
認
は
し
て
い
る
。

町
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
り
つ
つ
、
様
々
な
機
関

と
連
携
し
て
体
制
構
築
を

図
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え

て
い
る
。
具
体
的
な
対
応

は
検
討
す
る
。

　
今
後
は
、
買
い
物
支
援

の
み
な
ら
ず
生
活
支
援
全

体
の
見
直
し
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
。
持
続
可
能
な

支
援
体
制
の
研
究
を
関
係

機
関
と
と
と
も
に
進
め
る
。

施
費
用
の
1
／
2
を
補
助

す
る
事
業
を
開
始
。
新
潟

県
内
３０
の
す
べ
て
の
自
治

体
で
実
現
。
福
島
県
内
は

金
山
町
･
会
津
若
松
市
含

め
６
自
治
体
で
実
施
し
て

い
る
。
実
現
へ
の
対
応
を

求
め
る
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
の
協
力
と
今
年

度
は
分
析
し
て
、
制
度
設

計
で
き
る
か
次
の
段
階
に

進
め
た
い
。
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菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

只見町に住む
理由をつくる政策を
� 答 住民の方を大事にしていく、
� その順番が一番である　　　

問
こ
れ
か
ら
の
日
本
、

只
見
町
は
「
人
口

減
少
問
題
」
で
は
な
く

「
人
口
が
減
少
し
て
い
く

事
実
」
と
捉
え
て
い
る
。

多
く
の
問
題
だ
と
思
え
る

事
案
の
要
因
は
、「
予
算
が

不
足
し
て
い
る
」
の
で
は

な
く
「
働
い
て
く
れ
る
人

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
」

と
考
え
る
。

　
人
口
が
減
少
す
る
こ
と

に
対
し
て
政
策
を
立
案
す

る
こ
と
は
順
番
が
逆
で
あ

る
。
人
口
が
増
え
る
、
減

る
は
単
な
る
結
果
で
あ
る
。

　
可
能
性
が
あ
る
、
自
己

実
現
が
で
き
る
、
只
見
町

に
住
む
理
由
を
つ
く
る
政

策
を
推
進
し
た
結
果
、
人

が
増
え
る
、
働
く
人
が
増

え
る
と
考
え
る
。

答
そ
の
考
え
は
理
解

で
き
る
。
只
見
町

の
理
念
を
具
体
化
し
て
、

共
鳴
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
増
や
し
て
い
く
。
高
所

か
ら
の
視
点
を
見
失
う
こ

と
な
く
政
策
立
案
に
努
め

る
。問

先
日
、
町
外
の
若

い
方
に
「
只
見
町

は
自
己
実
現
で
き
る
町
」

と
伝
え
た
。

　
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
る

場
所
を
只
見
町
で
は
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分

の
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ

と
と
、
社
会
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
、
可
能
性
の
高

い
町
だ
と
伝
え
た
。

　
税
金
と
時
間
と
労
力
を

使
う
時
に
は
、
町
民
に
向

け
る
の
が
本
筋
で
あ
る
。

2
階
建
て
の
1
階
が
、「
町

民
の
毎
日
の
安
心
・
安
全

な
暮
ら
し
」。 

2
階
が
、

「
観
光
で
訪
れ
た
方
々
へ

の
お
も
て
な
し
」
で
政
策

を
立
案
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。答

論
語
の
一
節
に

「
近き
ん
悦え
つ
遠え
ん
来ら
い
」と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
近
く
の

人（
住
ん
で
い
る
人
）が
、

悦
ぶ（
楽
し
む
）。そ
の
上

で
遠
く
か
ら
来
る
人
を
お

招
き
す
る
、
お
も
て
な
し

す
る
。

　
お
も
て
な
す
の
で
は
な

く
、
心
遣
い
を
す
る
。
一

方
的
な
主
従
関
係
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
が
楽
し
ん

で
い
る
こ
と
を
お
裾
分
け

す
る
。
そ
う
い
う
観
光
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

住
民
の
方
が
一
番
、
大
切

に
し
て
い
く
と
い
う
考
え

は
同
感
で
あ
る
。
そ
の
考

え
が
様
々
な
分
野
に
広
が

っ
て
い
け
ば
、
明
る
く
て

気
持
ち
の
良
い
、
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
な
る
と
信

じ
て
い
る
。
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中
なか

野
の

大
たか

德
のり

議員

問
去
る
５
月
２
日
の

全
員
協
議
会
に
お

い
て
常
勤
医
師
が
不
在
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
町

長
は
説
明
し
た
が
、
進
捗

状
況
は
。

答
持
続
的
に
医
師
を

確
保
し
て
い
く
た

め
は
、
医
師
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
、
負
担
軽

相
続
登
記
の

義
務
化
の
対
応
は

�
答
町
民
へ
周
知
し
て
い
く

問
本
年
４
月
１
日
よ

り
民
法
の
改
正
に

伴
い
「
相
続
登
記
の
申
請

義
務
化
」が
施
行
さ
れ
た
。

「
長
期
間
に
わ
た
っ
て
相

続
登
記
が
行
わ
れ
て
い
な

い
土
地
」
が
多
く
あ
り
、

所
有
者
不
明
と
な
る
よ
う

な
土
地
も
増
え
、
社
会
問

題
化
し
て
い
る
。
町
は
ど

の
様
に
考
え
る
か
。

答
義
務
化
さ
れ
た
背

景
に
は
「
所
有
者

不
明
土
地
」
の
問
題
が
あ

る
。
町
と
し
て
は
権
利
関

係
が
複
雑
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
相
続
登
記
の

義
務
化
に
つ
い
て
周
知
し

て
い
く
。

問
土
地
の
問
題
で
砂

防
ダ
ム
が
で
き
な

か
っ
た
例
も
聞
い
て
い
る
。

山
（
山
林
）
の
相
続
に
つ

い
て
は
現
状
多
く
の
人
が

悩
ん
で
い
る
。
自
治
体
は

基
本
的
に
寄
付
を
お
受
け

で
き
る
立
場
に
あ
る
。
寄

付
さ
れ
る
人
、
そ
れ
を
受

け
る
人
（
町
）
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
と
考
え
る
が
。

答
考
え
方
の
趣
旨
と

し
て
は
理
解
で
き

る
。問

国
は
市
町
村
に
よ

る
行
政
の
役
割
を

強
化
し
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
た
整
備
管
理
の
取
組

み
を
強
化
し
て
い
る
。
兵

庫
県
佐
用
町
で
は
「
森
づ

く
り
基
本
条
例
」
に
基
づ

く
森
林
整
備
の
促
進
の
た

め
所
有
者
に
よ
る
経
営
管

理
が
困
難
な
山
林
を
町
有

林
化
す
る
こ
と
に
よ
り
将

来
的
に
わ
た
っ
て
健
全
な

森
林
と
し
て
経
営
管
理
す

る
と
共
に
将
来
不
明
の
森

林
や
放
置
森
林
を
解
消
す

る
事
を
目
的
と
し
て
森
林

の
町
有
化
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

答
貴
重
な
先
進
的
事

例
を
教
え
て
頂
い

た
。担
当
課
で
調
整
す
る
。

朝日診療所の医師は
� 答 医師の確保に全力を尽くす

減
を
図
る
取
組
み
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
医
療
の
確

保
は
最
重
要
で
あ
る
。

様
々
な
関
係
機
関
と
協
力

し
医
師
の
確
保
に
努
め
る
。

問
10
月
以
降
、「
常

勤
医
師
未
定
」
を

何
と
か
し
な
い
と
町
民
の

理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

答
医
師
の
確
保
に
つ

い
て
は
全
力
を
尽

く
す
。雇
用
に
つ
い
て
は
、

会
計
年
度
職
員
の
方
を
は

じ
め
所
属
は
い
ろ
い
ろ
分

か
れ
て
い
る
が
一
人
一
人

が
大
切
な
住
民
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
り
途
中

で
辞
め
て
く
だ
さ
い
と
い

う
よ
う
な
態
度
は
毛
頭
考

え
て
い
な
い
。
理
解
頂
き

た
い
。
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酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

問
若
年
層
の
極
端
な

減
少
と
生
産
年
齢

人
口
の
推
移
か
ら
、
自
治

体
と
し
て
本
町
の
消
滅
の

危
機
を
伺
わ
せ
る
状
況
と

な
っ
た
。「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
の
重

要
性
が
更
に
高
ま
っ
て
い

る
。
過
去
二
回
に
お
け
る

計
画
と
次
期
計
画
の
違
い

に
つ
い
て
概
要
を
伺
う
。

（
消
滅
可
能
性
自
治
体
と

は
日
本
創
生
会
議
が
打
ち

出
し
た
考
え
方
）

答
若
年
層
の
極
端
な

減
少
と
生
産
年
齢

人
口
の
推
移
か
ら
、
自
治

体
と
し
て
本
町
の
消
滅
の

危
機
感
を
強
く
持
っ
て
お

り
、
対
策
が
急
務
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
次
期
計
画
の

早
期
策
定
に
よ
り
対
策
を

本町の人口減少の
抑止策は
� 答 既存事業を着実に実施する

問
本
町
の
人
口
は
、

只
見
町
が
示
し
て

い
る
只
見
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
は
異
な
る
状
況
を
示

し
始
め
、
３
月
会
議
の
一

般
質
問
で
私
が
示
し
た
資

料
の
と
お
り
に
推
移
し
て

き
て
い
る
。
３
月
会
議
の

町
長
答
弁
で
は
、
人
口
減

少
の
抑
止
策
に
補
正
予
算

対
応
も
あ
る
と
し
た
。
そ

の
後
の
経
過
に
つ
い
て
問

う
。答

令
和
６
年
度
は
福

島
県
と
連
携
し
１０

月
に
出
会
い
の
場
づ
く
り

事
業
と
し
て
婚
活
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
る
と
と

も
に
、
昨
年
度
か
ら
公
民

館
事
業
に
お
い
て
、
直
接

的
な
出
会
い
の
場
づ
く
り

と
し
て
で
は
な
い
が
、
若

者
が
夜
に
集
ま
れ
る
場
づ

く
り
と
し
て
「
星
空
カ
フ

ェ
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
福
島
県
で
導
入

し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
型

の
婚
活
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

「
は
ぴ
福
な
び
」
へ
の
登

録
料
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
。

　
現
状
で
は
、
そ
れ
以
外

の
具
体
的
な
施
策
の
提
案

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

既
存
事
業
を
着
実
に
実
施

し
、
効
果
を
検
証
し
、
有

効
的
な
施
策
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

次
期
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
の
概
要
は

�

答
策
定
途
中
で
あ
り
、
示
せ
る
段
階
で
は
な
い

進
め
た
い
。

　
次
期
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
は
策

定
途
中
に
あ
り
、
示
せ
る

段
階
で
は
な
い
が
、
町
振

興
計
画
や
関
連
計
画
と
の

調
和
を
図
り
、
国
の
動
向

や
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
て
「
只
見
町
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
に
お

い
て
委
員
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
進
め
て
い
く
。
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ブナりん
イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

Vol.40

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

議員のなり手不足

ブナりん　今回の町議会議
員選挙は無投票だったね、議
員になりたい人が少なくなっ
ているのかな？

議長　議員になり地域に貢
献しようと思っても「やりが

アカショウちゃん　なり手
不足の対策は無いの？

い・環境・待遇」と言ったことが原因で議員
になりたいと思う人が少ないんだと思うよ。
環境や待遇も改善していかないとね。

議長　なり手不足・無投票・定員割れが続く
と、『団体意思決定・政策立案・行政監視』の
機能に大きな影響が出てくるんだよ。

ブナりん　人口が減って来ているのに議員
の数が多いのではないの？

議長　一概に人数を減らせばいいというだ
けの問題ではないんだよ。今後検討していか
なければならない重要な問題だよね。

議長　議会として取り組んでいかなければ
ならないことがたくさんあるね。
　例えば、広報誌を通じて議会の情報をより
多く届け、議会が出向き町民との交流機会を
増やしたり、政策サポーター・議会モニター
制度などで、特に女性にも多く参加してもら
い議会に関心を持ってもらえるような環境づ
くりなどに取り組んでいかないといけないね。

ブナりん　これからも町のために一生懸命
頑張ってくださいね。

イワっぺ　なり手不足で無
投票や定員割れなんてことが
続いたらどうなっていくの？

○町村議会議員の一般選挙における無投票及び定数割れ団体数（全国町村議会議長会調べ）�
� 選挙の区分等�

選挙期日による期間区分�

統一地方選挙以外 統一地方選挙 全　　体
執行団体 無投票 定数割れ 執行団体 無投票 定数割れ 執行団体 無投票 定数割れ

H23.5～H27.4�
（第18回統一地方選挙を含む） 561 102（18.2％） 6 373 89（23.9％） 4 934 191（20.4％） 10

H27.5～H31.4�
（第19回統一地方選挙を含む） 557 111（19.9％） 7 375 93（24.8％） 8 932 204（21.9％） 15

R1.5～R5.4�
（第20回統一地方選挙を含む） 553 131（23.7％） 11 373 123（33.0％） 20 926 254（27.4％） 31

○無投票・定数割れ以外の指標（町村議会実態調査による）�
議員定数

（１町村あたりの平均）
女性議員

（議員総数に占める割合） 平均年齢 在職年数が４年未満の
議員数と割合

在職年数20年以上の
議員数と割合

H27.7.1 11,332（12.2） 1,051（9.4％） 62.7 2,938（26.3％） 1,370（12.3%）
R 1.7.1 11,024（11.9）➡ 1,184（10.9％）➡ 63.9 2,706（24.9％）➡ 1,662（15.3%）➡
R 5.7.1 10,807（11.7）➡ 1,412（13.3％）➡ 64.4 2,739（25.9％）➡ 1,724（16.2%）➡

21



vol.40

発行：只見町議会広報広聴常任委員会
〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591番地30
TEL：0241-82-5300　FAX：0241-82-5222　E-Mail :gikai@town.tadami.lg.jp

　
　
只
見
高
校

　
　
　
２
年　
新に

っ

國く
に　

夢ゆ

萌め　

　
総
合
探
究
の
授
業
を
と
お
し

て
、只
見
の
魅
力
に
つ
い
て「
自

然
が
綺
麗
、
ユ
ネ
ス
コ
に
認
定

さ
れ
て
い
る
」な
ど
、印
象
的
な

　
　
只
見
高
校

　
　
　
３
年　
小こ

杉す
ぎ　

美み

菜な

　
私
は
南
会
津
町
出
身
で
、
現

在
は
只
見
町
で
寮
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
只
見
町
で
は
、
毎
朝

学
校
に
向
か
う
と
き
に
町
民
の

の
は
気
候
や
地
形
の
影
響
だ
け

な
の
だ
ろ
う
か
？
と
、
ふ
と
疑

問
に
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
町

の
活
動
に
目
を
向
け
、
町
民
の

方
々
に
お
話
を
お
聞
き
す
る
と
、

道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
た
り
花

壇
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
た

り
と
、
ど
れ
も
町
民
の
方
々
の

日
々
の
努
力
に
よ
っ
て
魅
力
的

な
町
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
私
は
１６

年
間
只
見
町
に
住
ん
で
い
ま
す

方
々
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」と
挨
拶
を
す
る
と「
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言
葉
を
か
け

て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
夕
方
に

は
「
こ
ん
ば
ん
は
」
と
挨
拶
を

す
る
と
「
お
か
え
り
」
と
ま
る

で
家
族
の
よ
う
に
言
葉
を
返
し

て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
只
見
の

温
か
い
雰
囲
気
と
町
民
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
、
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
山
村
教
育
留
学

が
、
こ
う
し
た
機
会
に
視
野
を

広
げ
て
見
て
み
る
と
、
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
こ

と
に
気
づ
き
、
只
見
の
魅
力
を

深
く
探
究
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
振

興
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

町
民
の
方
々
と
積
極
的
に
か
か

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

只
見
町
の
魅
力
を
発
見

只
見
町
の
充
実
し
た
生
活

編
集
後
記

　

４
月
か
ら
議
員
の
顔
ぶ
れ
も
変
わ

り
、
広
報
委
員
会
も
新
体
制
と
な
り
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、「
議
会
だ
よ
り
」
を

一
日
で
も
早
く
皆
様
の
お
手
元
に
届
け

ら
れ
る
よ
う
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ

を
使
用
し
て
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

効
率
の
良
い
編
集
作
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
」
だ
け
で
な
く
、

I
C
T
を
活
用
し
た
様
々
な
取
り
組
み

を
模
索
中
で
す
。

　
議
会
の
様
子
を
皆
様
に
お
届
け
す
る

だ
け
で
な
く
、
皆
様
の
声
を
伺
う
こ
と

の
で
き
る
広
報
委
員
会
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

（
鈴
木
好
行
委
員
）

ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
と

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は

「
自
然
と
人
の
調
和
と
共
生
」を

掲
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
積
極

的
に
視
野
を
広
げ
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
只
見
町
の
挨
拶
の
文
化
は
素

晴
ら
し
い
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
方
々
と
た
く
さ
ん

交
流
し
て
く
だ
さ
い
。

生
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
だ
け
で

な
く
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

と
お
し
て
培
っ
た
人
間
性
や
社

会
性
、そ
し
て
町
の
方
々
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
残
り

の
高
校
生
活
を
有
意
義
な
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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